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   三 重 県 行 政 に 係 る 基 本 的 な 計 画 に つ い て 議 会 が 議 決 す べ き こ と を 定 め る 条 例 の

一 部 を 改 正 す る 条 例 
 三 重 県 行 政 に 係 る 基 本 的 な 計 画 に つ い て 議 会 が 議 決 す べ き こ と を 定 め る 条 例 （ 平 成

十 三 年 三 重 県 条 例 第 四 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 
 第 二 条 中 「 （ 計 画 期 間 が 五 年 を 超 え る も の に 限 る 。 ） 」 を 削 り 、 同 条 第 一 号 中 「 将

来 の 目 標 を 設 定 し 、 当 該 目 標 」 を 「 政 策 目 的 」 に 、 「 施 策 、 事 業 そ の 他 の 手 法 」 を 「 施

策 等 」 に 改 め 、 「 示 し た 」 の 下 に 「 中 長 期 的 な 」 を 加 え 、 同 条 第 二 号 中 「 の 基 本 的 な

施 策 に 係 る 計 画 」 を 「 に お け る 基 本 的 な 政 策 目 的 を 達 成 す る た め の 施 策 等 を 総 合 的 か

つ 体 系 的 に 示 し た 中 長 期 的 な 計 画 で あ っ て 、 県 行 政 に お い て 特 に 重 要 な も の と 認 め ら

れ る も の 」 に 改 め る 。 
 第 三 条 中 「 又 は 」 を 「 、 又 は 当 該 計 画 の 基 本 的 な 方 針 、 主 要 な 目 標 、 計 画 期 間 そ の

他 基 本 的 な 事 項 を 」 に 改 め る 。 
   附 則 
 （ 施 行 期 日 ） 

１ こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 
 （ 経 過 措 置 ） 

２ こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 策 定 さ れ て い る 計 画 の う ち 、 県 民 し あ わ せ プ ラ ン 及 び 県

民 し あ わ せ プ ラ ン 第 二 次 戦 略 計 画 は こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 三 重 県 行 政 に 係 る 基

本 的 な 計 画 に つ い て 議 会 が 議 決 す べ き こ と を 定 め る 条 例 （ 以 下 「 新 条 例 」 と い う 。 ）

第 二 条 第 一 号 に 掲 げ る 計 画 と し 、 三 重 県 教 育 振 興 ビ ジ ョ ン 、 三 重 県 科 学 技 術 振 興 ビ

ジ ョ ン 、 三 重 県 青 少 年 健 全 育 成 ビ ジ ョ ン 、 三 重 県 新 エ ネ ル ギ ー ビ ジ ョ ン 及 び 「 美
う ま

し

国 お こ し ・ 三 重 」 三 重 県 基 本 計 画 は 同 条 第 二 号 に 掲 げ る 計 画 と す る 。 



３ 新 条 例 第 三 条 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 降 に 策 定 し 、 又 は 変 更 す る 計 画 に

つ い て 適 用 す る 。 
 

提 案 理 由 
 県 行 政 に 係 る 基 本 的 な 計 画 を 議 会 の 議 決 す べ き 事 件 と す る こ と に よ り 、 議 会 に お け

る 審 議 及 び 議 決 を 通 じ て 当 該 計 画 へ 県 民 の 意 思 を 一 層 反 映 さ せ る た め 、 議 決 の 対 象 と

な る も の に つ い て 見 直 し 等 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 議 案 を 提 出 す る 理 由 で あ

る 。 


